
第一章  序論 
  
1-1 研究の背景 
 昨今、温暖化問題は地球規模にまで拡大し、この地球温暖化問題の対策が早急に望まれ

ている。2002 年には、気候変動枠組条約第 8 回締約国会議（COP8）がニューデリーで開

催され、着実に世界レベルでの温暖化防止の施策実施が近づいている。 
この気候変動枠組条約の議定書が作られた我が国では、平成 14 年度版の環境白書１）によ

ると 1999 年度の温室効果ガスの総排出量は 13 億 700 万トンであり、京都議定書の規定に

よる基準年の排出量（12 億 2400 万トン）と比べ約 6.8％の増加になっている。このことは
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の数値である 6％を考えると、約 12.8％の削減をしなくてはいけないことを意味

1-1）。 
酸化炭素排出量を部門別にみると図 1-2 のとおりであり、基準年である 1990 年

推移をみてみると、民生、運輸部門の排出量が増加している（図 1-3）。２） 
（家庭）部門に注目すると、二酸化炭素の排出量は 1999 年までに約 15％増加

と報告されている。 
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1）図 1-2 二酸化炭素総排出量の部門別内訳 

都議定書で規定されている

効果ガスの総排出量の推移 1）

2） 図 1-3 わが国の部門別二酸化炭素排出状況 



つまり、このことから、二酸化炭素の排出量を削減していくには、市民ひとりひとりが

環境に配慮した生活にシフトしていくことが必要不可欠であることが分かる。 
市民レベルの取り組みとして、環境に配慮した生活にシフトさせていくのに有効である

のが環境家計簿である。盛岡らが提案した環境家計簿は 20 年以上もの月日が経っても、数

多くの自治体や生活協同組合などの団体で実施され、日常生活での二酸化炭素排出量を月

単位で把握する形式のものが環境家計簿として一般的に定着している。 
 
 

1-2 環境家計簿について 
1-2-1 環境家計簿の提案 
 環境家計簿の提案は「身近な環境づくり」に端を発する。施策は行政が発案・実施する

もので、その効果の受け取りと評価は住民がするものという役割の分離が近年、見直され、

環境を良くしたいと思い、その目標を住民自身が決め、相談しながら進めていくタイプの

活動が多くなってきた。この活動を盛岡が「身近な環境づくり」３）と名づけたのである。

そして、自分の住むまちに愛着をもち、一人一人の環境配慮が周囲の環境をよくするもの

だという集団としての共通認識を成長させてゆくことが重要であり、それを支援するのが

環境カルテと環境家計簿であった。 
 この環境家計簿についてもう少し詳しく述べておく。主体の生活や行動に密着して資源

利用や環境質（環境の質が私たちの生活の水準、福祉の水準を左右するとして、環境の良

さを定義した言葉。Quality of Environment の直訳。）の様子を把握し評価する技法、環境

や生活の仕方について市民が自ら学ぶことを助けてくれるような技法の必要性から、当初、

盛岡らに提案されたのが「新しい家計簿」4）であった。さわやかな空気といった環境質に影

響を与える、あるいは影響を受けるような生活行動をそこに書き込んで、身近な行動を自

分で点検できないだろうか、というのが発想の原点であった。 
 利便と依存の関係を日誌としてまとめあげ、自らの生活の反省材料として書き込むレベ

ルから、暮らしにおける行為を広く点検することも可能な様式が開発されている。暮らし

の見直しを生活行動として具体的に示すときに、その深まりは環境との関わりを想像する

力、見透かす眼による。盛岡（1990）は地球環境時代の暮らしの家計簿として次のような

形式を提案している。5） 
 
① いもづる型（暮らしのゆくえの連鎖を書きとめ、環境配慮を広げる） 
② 思い起こし型（環境につながる「暮らしの断片」を書き綴る） 
③ 1％への心づかいを育てる型（行動の積み重ねに確かな手応えを得る） 
④ 勘定をくくりつける型（環境負荷や二酸化炭素排出量、エネルギーなどで合算する） 
⑤ 自己診断型（環境配慮の難しさにランクをつけ、自分で点数化する） 
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以上のことからもわかるように、環境家計簿は④の形式の二酸化炭素排出量だけを評価

して行うものではないことがわかる。むしろ、現在、あらゆる自治体で④の形式の環境家

計簿を安易に市民にばらまくだけになっていることに気をつけなければならない。この行

為が環境行政の免罪符として受け取れなくもない。この種の環境家計簿なら、結果を集計

して、個人にフィードバックすることまでしなければならないだろう。 
 

 6）
表 1-1 環境家計簿の最初の記入例
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境家計簿の変遷 
環境家計簿が開発されてからの環境家計簿の変遷を以下に簡単にまとめる。 
が提案した後、最初に実践したのが大津生協や灘神戸生協であり、試行錯誤の後

かがえる。これらの地道な活動が徐々に世間に知られ、市民団体がさらに応用し

うになり、自治体へとつながる地盤が固まっていった。1996 年には環境庁（現、

が環境家計簿を作成し、配布するに至り、環境家計簿の普及を目的とする「環境

動推進全国大会」を数回にわたり開催した。また、環境家計簿ネットワークを発
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足させ環境家計簿を作成している団体の連携を図るなど、全国的な運動として広められる

努力がなされた。環境家計簿に関する環境庁の施策は 98 年 6 月で一段落ついている。 
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図 1-4 環境家計簿の変遷

7） 表 1-2 くらしの点検表
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 表 1-3 環境庁（現在、環境省）が作成した環境家計簿の一部
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＊七都県市首

名称 
環境家計簿 
「いばらき環

「『地球人』の

京都市エコラ

 

最近の環境家計簿の取り組みとしては、表 1-4 のようなものがある。 

                              9） 表 1-4 最近の環境家計簿の取り組みの事例

脳会議：埼玉県・千葉県・東京都・神奈川県・横浜市・川崎市・千葉市 

作成主体 実施年 タイプ 
七都県市首脳会議＊ 2002 行動チェック→二酸化炭素排出量自動計算（オンライン集計） 

境家計簿」 茨木市 2002 二酸化炭素排出量 
すすめ」 滋賀県 2002 行動チェック+二酸化炭素排出量 

イフチャレンジ 京都市 2002 行動チェック+二酸化炭素排出量 
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1-2-3 環境家計簿の既往研究 
 これまでに環境家計簿に関して研究されたことを以下にまとめる。 
 1983 年、末石ら 10）によって初めて滋賀県大津市の生活協同組合で実際に適用した環境

家計簿の事例が報告された。その中では、環境家計簿は環境学習に位置付けされ、環境家

計簿の問題点といくつかの課題が浮き彫りにされた。その主要点は以下のとおりである。 
■ 段階別の学習指導が必要である。 
■ 現象的事実だけではなく意味づけを深めることが大切。 
■ フィードバックすることが重要である。（集計の結果を返すこと） 
■ 効果を予察すること。（ある行為をとれば、どういう場面で効果を及ぼすか） 
さらに、その翌年には地域環境家計簿という観点から、末石ら 11）は地域環境づくりの流

れにおいて住民の環境認識の側面からアプローチした場合、問題を明確化して目標設定の

段階に至るまでに、フォーラムと環境家計簿の技法が有効に機能することを明らかにした。 
環境家計簿の CO2排出量抑制に関する研究としては、城戸ら 12）が短期的には家庭起源の

CO2 排出量削減に有効ではあるが、長期的に取り組むのは難しいことを明らかにした。ま

た、その効果の継続のためには、外的な評価制度や削減量に見合った特典などの仕組みが

必要性であることを説いた。また、環境家計簿の継続に関する研究としては原 13）が継続要

因として家族とのコミュニケーションと面倒さが挙げられ、省エネ効果の有無は継続要因

とならないことを明らかにした。 
最後に、環境配慮型支援システムの研究としては、パソコンを用いた環境配慮支援学習

システムが城戸や盛岡や和田ら 14）に開発されてきた。また、福田ら 15）は web 上に支援シ

ステムを構築し、ネットワークコミュニケーションによる評価をおこなった。 
既往研究では、環境配慮行動チェックの得点と CO2 排出量を計算するタイプの環境家計

簿をいかに良くしていくかという視点から研究されているものが主流であり、本質的に環

境家計簿自体の形式にはあまり言及されていない。盛岡ら 16）が主体の性格からそれぞれに

合わせた環境配慮行動のプログラムを作れるシステムを提案したが、従来の環境家計簿の

行動の枠からの選択であった。現代社会の生活が多様化していることを考えれば、ひとり

ひとりにとっての生活に合わせた環境家計簿という視点が浮かび上がってくる。 
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1-3 本研究の目的 
 従来の環境家計簿の取り組みにおいて起こる問題としては、「環境のため」や「温暖化防

止のため」といった行動の入り口となる動機の敷居が高くなることであろう。環境意識の

低い人であれば、この敷居の高さから環境家計簿の取り組みを敬遠するのは想像に難くな

い。また、環境家計簿の取り組みは一方的に環境配慮行動を押し付けるものになりがちで、

ある種のモラルプレッシャーになることは避けがたいという問題もある。そして、環境意

識の高い人でも継続的に取り組むことが難しいことから、「継続性」の問題も挙げられる。 
そこで、本研究では行動の入り口として入り易い環境家計簿を模索することにする。近

藤ら 17）が従来の環境啓蒙的な認識プロセスとは違う自己と身体の関係を起点として、そこ

から徐々に地域、地球と波及状につながりが広がっていく認識プロセスを提案したように、

「環境のため」ではなく「自分自身のため」という動機なら行動できることが示唆される。

つまり、環境問題を直接意識せずとも、ある仕掛けのもとで結果として環境配慮行動に至

っているプロセスが考えられる。本研究では、直接に環境問題を意識せずとも、環境配慮

行動に誘導できるような仕掛けを持ち合わせた環境家計簿を作成することにした。 
また、本研究では当初の環境家計簿にあったような主体が環境依存を想起できる形にす

ることと押し付けがましくならないということから、自由に考えて書ける形式のものにこ

だわった。 
これらのコンセプトに基づいた環境家計簿を本研究では「想起型環境家計簿」と名づけ

ることにした。1-2-1 の環境家計簿の形式でいうと、②の思い起こし型に分類される。 
 以上より、本研究では環境家計簿に取り組むうえでの動機とインセンティブの問題に着

目し、取り組みやすい環境家計簿を模索するために想起型環境家計簿を試作し、その可能

性について論じることを目的とする。 
本研究の意義としては、この新たな環境家計簿を提案することで、現在閉塞感のある環

境家計簿に一つの示唆が得られることである。 
 
 
 
1-4 本研究の構成 
 本研究の構成は六章からなる（図 1-5）。第一章では、序章として研究の背景、環境家計

簿、研究の目的を説明した。第二章では、本研究が定義する想起型環境家計簿を説明し、

実際に試作した「環境日めくり日記」について説明する。第三章では、本研究で実施した

調査分析方法について説明する。第四章では、その調査結果を示す。第五章では、「環境日

めくり日記」の各格言からの想起に関して分析を行った。第六章では、「環境日めくり日記」

の環境家計簿プログラムとしての検証を行った。第七章では、想起型環境家計簿の可能性

について考察し、本研究の結論とした。 
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 図 1-5 本研究の構成
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